
［成果情報名］リンゴ剪定枝堆肥のリンゴ園での施用効果

［要約］リンゴ剪定枝堆肥の施用は、リンゴ苗木に対して稲わら堆肥と同等の生育促進効

果がある。わい性台成木への連用では、生育、収量及び果実品質に対する明らかな影響は

みられないが、土壌化学性の改良効果は高い。
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［背景・ねらい］

リンゴ産地において多量に排出されるリンゴ剪定枝は、堆肥化して園地の地力の維持・

増進に役立てるのがもっとも望ましい活用方法である。しかし、これまでリンゴ剪定枝堆

肥（以下、剪定枝堆肥）施用の影響について、試験例が乏しかったことから、剪定枝堆肥

をリンゴ苗木及び成木に施用した影響を検討する。また、剪定枝堆肥のリンゴ園での施用

における安全性を確認するため、紫紋羽病の発病を助長する傾向がないか検討する。

［成果の内容・特徴］

１．１年生のリンゴ苗木に剪定枝堆肥を施用した試験では、稲わら堆肥施用の場合と同

等の生育促進効果がみられる（図１）。

２．成木のわい性台リンゴ樹に、10a 当たり１ t 及び３ t の剪定枝堆肥を５年間連用して

もリンゴ樹の生育、収量、果実品質には無施用の場合と比較して明らかな違いは認め

られない（表１）。

３．剪定枝堆肥５年連用後の土壌化学性は、無施用と比較して表層土壌（0 ～ 15cm）を

中心に pH が高く、交換性塩基、可給態窒素、可給態リン酸等の含量も高まる傾向に

あり、特に３t/10a施用区において著しい（表２）。

４．定植時に剪定枝堆肥（堆肥化期間半年）を植穴土壌に施用した区と無施用区におい

て、施用後４年目に紫紋羽病の発病状況を黄変落葉の発生状況により比較した結果、

両区で明らかな差はみられず剪定枝堆肥の施用により紫紋羽病の発病を助長するよう

な傾向は認められない（表３）。

［成果の活用面・留意点］

１．剪定枝堆肥をリンゴ園で施用する際（苗木定植時の植穴への施用及び定植後の表面

施用等）の参考になる。

２．本試験における剪定枝堆肥のリンゴ苗木に対する施用量は、青森県でリンゴ苗木の

定植時に推奨されている植穴への投入量と濃度的にほぼ同一となる。

３．連用試験における供試堆肥の性状（５年間の平均値）は、pH：8.1、全窒素量 3.6%、

C/N11.8、リン酸 2.2%、カルシウム 7.3%、マグネシウム 1.05%、カリウム 1.45%。

４．リンゴに対する通常の堆きゅう肥の表面施用の影響は、1 年生の作物に比べて小さい

ことから、「10a 当たり３～４ｔくらい施用しても樹勢を狂わすことはない（りんご生

産指導要項、青森県）」とされる。剪定枝堆肥の場合も、５年連用しても生育、収量、

果実品質に明らかな違いは認められなかったが、土壌化学性への影響は大きいことか

ら 10a 当たり１ t を超えるような量を連用する場合については、リン酸、カリ肥料の

減肥を考慮する必要がある。

５．紋羽病発病の可能性のある土壌で剪定枝堆肥を施用する場合は、半年程度以上堆肥

化した腐熟の進んだ堆肥を用いるとともに薬剤等による紋羽病の予防対策を実施する。

６．リンゴ剪定枝の堆肥化については、平成 16 年度東北農業研究成果情報「リンゴせん

定枝の堆肥化方法」を参考に行う。
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